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住友スリーエム本社ピル

所在地:東京都世田谷区玉JII 

2丁目� 33番]

竣 工年:1974年(昭和49年)

吊 途事務所

建物所害者:住友スリーエム抹式会社

計者:株式会社日鰭設計

施工者:掠式会社大林義

高砂熱学工業株式会社

議持管理者:柱友スリ…エム株式会社

株式会社� 111武

この建物は約35若手前の� 1974年(紹和49if:)、まだ凶器風景の残る環状8号線沿いに建設され、郊外に建つ

先験的な本社ピル建築として注目された。計爾当初から長期にわたる全体計画実現のため明確なオーダーが

れ、その寸ーダーに従ってその後の施設の整備拡充がiヌiられている。

平岡計画は、中央部に約21mの大スパンの事務室を配し、その左右にコアを配置、コア部分で主要架構を

受ける構成としている。柱のない事務議は約21m x羽mの広さがあり、オフィスニーズの変化に柔軟に対応

することを可能とし、オフィスとしての線腐fむからこの建物を救っている。また、こヨア部分は主要動緩やサー

ピス諸室、 側窓対応のスペースとして利尽きれ、この建物の使い易さを補完しているの

外観の特徴は、東凶コア部分の学割煉]LftJ二げの墜と南北のこ3…ルテン鋼カーテンウオールである。

者は、年月とともに落ち議きと深みを増す材料として選択しており、長期計闘を見据えた長寿命建築に相応

しい思織によっている。東西のコア認の外壁は関口部を設定し、西側幹線道路からの騒音を波断するとともに、

両日を遮ることでほ射による冷房負荷の低減を擦り、安定した光環境をオブイスに提供している。南北のカー

テンウオール部の間以は、積一闘に広がる大きな、気持ちの長い桃望を?楽しめる。また、敷地j認屈は畿地を

して公開空地として提供するなど周辺環境との裁和に努め、時代の変誌に十分耐えられる計爾がされて

いる。

構議言十爾の特徴は、鉄管コンクリート造の京阪のコア官sを地下のベルトトラスと最上部のハットトラスで

繋ぎ「ロの字型j架構を構成して間性を確保し、鉄骨梁の21m大スパンオフィスを実現したことにある。こ

の「ロの字型jの架橋が、南北の丹型の表現となり、この建物のデザインを形づくっている。� 

1992年(平成� 4年)、詩文館潟側に新館の場築時には本館のダブルコアを踏襲し、外寵もレンガタイル鮎り

とするなどきらヰヰオーダ…に従った調和が溺られている。本態・新館の間はガラスボックスで一体的につなぎ、

社員の憩いの滋として活加されている。ガラスボックスのカーテンウオールも美しい:tブジェのようにデザ

インされ、魅力的な空間を援飲している。

建設以来約35年、建物の主義用管理は自社の運用管理部?うが� 貫して統括し、建物の品質機保や安全・安心4

で快適な執務環境の提供に努力している。食堂やユニレベータ…ホールなどは、竣工以来fすき総いた一子入れの

ゆで補修することなく使い続けており、自社建物を大切に使う社員の愛務のi*さも感じられる。

については、機器の更改に加え、空誠方式のi藤正イちゃ不要時消灯活動など、自社で行う議埼組織の利

したきめ綿かな取り組みの殺こみ重ねで、省エネルギーの成果を上げている。数億立標を設定し実績

っている姿勢も評価された。� 

BELCA NEWS 125号� (2010.3) 9 


